
教科 農業 科目

単元と内容

使用教材 野菜（実教出版）

令和５年（２０２３年）度年間授業計画表

学年 2 科・系 Ｌ科 単位 2

☆野菜の流通と経営改善
◎ 施設管理
◎ 果菜類のたねまき

２
学
期

☆野菜の生育と生理
☆野菜の栽培環境と生育調節
◎ 土壌管理と施肥
◎ 養液栽培のしくみ
☆人工環境における栽培技術
◎ 果菜類の収穫
◎ 秋野菜の栽培
◎ 収穫物の調製と販売

１
学
期

☆野菜とは
☆野菜の生産と消費
◎ 野菜の分類
◎ 露地栽培・施設栽培の特徴と管理
◎ 土壌管理と施肥
◎ 夏野菜の栽培
◎ 収穫物の調製と販売
☆野菜の育苗技術と応用

野菜

学習目標

〇野菜の生産と経営に必要な知識と技術を習得する。

〇ＳＤＧsの観点から、生育野菜の特性や生産に適した環境を理解する。

〇品質と生産性の向上について理解し、経営の改善を図る能力と態度を学ぶ。

評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評価の趣旨

野菜の生産性と品質の向上を図るために、栽培技術の習得に努め、経営についても体系
的に理解する。

③

②

①

生産と経営に関する課題について意見を述べ、改善策を指導者と共に話し合うことができ
る。

①健康　②自己肯定感　③忍耐力　④主体性　⑤生命　⑥他者理解　⑦協調性

⑧誠実　⑨生きる力　⑩知識技能　⑪地域づくり　⑫実践奉仕　⑬社会貢献

置賜農業で
育てる能力

記述の確認（ノート）
定期考査
口頭試問による確認（実技試
験）

定期考査
行動の記録
（改善点を見出す意見を評価）

評
価
方
法

③②①

７０
　

　　　　　時間

○温室・ほ場の野菜栽培の学習に意欲的に取り組むことができ
る。

○野菜生産と育苗について理解する。

○野菜生産と育苗が、野菜の品質を左右することを説明でき
る。

○温室・ほ場の野菜栽培の学習に意欲的に取り組むことができ
る。

○基本的な栽培の知識を理解し、その技術を習得できる。

○収穫・調製の仕方、販売方法などを作物ごとに説明すること
ができる。

○基本的な知識・技術を理解できる。

○温室・ほ場の野菜栽培の学習に意欲的に取り組むことができ
る。

行動の観察
記述の点検（記録簿）

年間時数

予定

1単位＝３５H

生産技術と経営について関心を持ち、経営を発展させるために品質の向上を目指して取り
組むことができる。

評　価

３
学
期


